
年
頭
の
ご
挨
拶

改
歳
の
吉
辰
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
五
五
九
年
（
永
禄
二
年
）
に
当
地
に
て
開
山
さ
れ
た
雲
林

寺
も
本
年
で
四
六
五
年
の
年
輪
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

不
尚
私
を
含
め
歴
代
の
三
十
人
の
住
職
が
、
そ
の
時
々
で
壇

信
徒
皆
様
の
ご
法
愛
に
て
護
持
さ
れ
た
こ
と
、
今
更
な
が
ら
、

感
銘
を
受
け
る
こ
と
絶
大
で
あ
り
ま
す
。

右
仏

左
衆
生
と
拝
む
手
の

中
ぞ
ゆ
か
し
き

南
無
の
一
声

四
六
五
年
前
に
生
き
た
人
も
、
現
在
を
生
か
さ
れ
て
い
る

我
々
も
、
私
達
の
中
に
は
「
仏
の
こ
こ
ろ
」
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
信
じ
る
も
の
を
見
失
い
、
迷
い
苦
し
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
る
と
他
を
傷
つ

け
争
い
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
救
い
の
手
立
て
は
仏
の
心

に
立
ち
帰
る
こ
と
で
す
。

「
あ
な
た
の
中
に
も
私
の
中
に
も
仏
が
あ
る
。
だ
か
ら
信
じ

合
え
る
」

と
手
を
合
わ
せ
続
け
る
こ
と
で
す
。

仏
の
手
と
衆
生
の
手
を
合
わ
せ
る
と
「
私
と
い
う
存
在
は
有

難
く
も
尊
い
生
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
」
と
思
い
出

し
、
仏
と
わ
れ
が
一
つ
に
な
っ
て
「
南
無
」
と
い
う
祈
り
の

一
声
と
な
る
の
で
す
。

お
釈
迦
様
は
、
天
地
一
杯
の
生
命
、
そ
れ
を
仏
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
仏
に
自
分
を
あ
ず
け
て
お
任
せ
す
る
。
そ

う
す
れ
ば
苦
し
み
や
悲
し
み
と
寄
り
添
い
な
が
ら
も
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
の
で
す
。

今
、
世
界
に
は
苦
し
ん
で
い
る
人
や
誰
か
の
為
に
頑
張
っ

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
す
べ
て
の

方
々
に
必
ず
救
い
が
あ
る
と
信
じ
て
今
日
も
手
を
合
わ
せ
ま

す
。末

筆
乍
ら
、
檀
信
徒
皆
様
方
の
萬
福
多
幸
と
ご
安
寧
を
切

に
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

合
掌

三
十
世
住
職

轟

省
吾

護
持
会
た
よ
り

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
雲
林
寺
護
持
会
の
活
動
に
ご
理

解
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
野
原
地
区
の
割
田
伸
男
様
が
総
代
に
任

命
さ
れ
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
総
代
】

会
長

櫻
井
芳
樹

副
会
長

黒
岩

元

山
口
次
夫

書
記

佐
藤
良
平

萩
原
宗
仁

会
計

宮
崎

透

永
井
芳
司

監
事

櫻
井
輝
久

田
村
俊
樹

割
田
伸
男

【
寺
世
話
人
】

長
野
原

岩
木
夏
雄

唐
沢
明
雄

宮
崎
雅
夫

篠
原
博
史

長
谷
川
浩
一

酒
井
保
治

大
津

浅
見
良
雄

塩
野
英
介

櫻
井
敏
雄

小
林

弘

湯
本

茂

市
村

真

嶋
村
久
夫

湯
本
完
司

羽
根
尾

山
口
義
秋

橋
爪
満
男

黒
岩
清
次

与
喜
屋

中
村

剛

林

小
林

寛

篠
原
憲
一

小
林
柳
一

横
壁

萩
原
國
男

川
原
湯
畑

豊
田

清

北
軽
井
沢

青
木
博
文

岩
田
紀
重

神
戸
久
利

小
林
一
雄

斎
藤
光
善

宮
田

満

田
島
敏
治

須
原
幸
夫

新総代

割田伸男様

宜しくお願い申

し上げます。

令和6年1月発行

慈恩
雲林寺報第36号
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8月14日施食会法要

ご先祖さまや亡きご家族がほ

んのひととき自宅へと帰って

くるお盆。

雲林寺ではこの時期に伝統的

な「施食会」法要をいとなみ、

皆さまの大切な方々への盆供

養を合同で行います。

年回に当たられている施主家

様の塔婆供養をし、皆様に御

焼香をして頂いております。

9月21日戦死病没者慰霊法要
雲林寺境内にある忠霊塔は、とても身近な戦

争遺跡です。忠義や忠誠をもって戦争に出兵

し戦死した者の霊に対して、称え続けること

を象徴として表す塔で、戦死者の納骨堂も備

えております。

忠霊塔を供養することは、平和の尊さや、人

間の尊厳、命の大切さ、そして戦争に出兵し

戦死した人たちの『どうして命を落とさなけ

ればならなかったのか』というメッセージを

考える機会になるのではないでしょうか。

9月24日満蒙拓魂之塔で慰霊法要

北軽井沢を代表する青々としたレタスやキャベ

ツ畑に酪農の風景。これらはわずか70数年前、

戦争で全てを失ってこの地に辿りついた人々が、

荒地を一から切り拓き、作り上げたものです。

群馬満蒙拓魂之塔が建立されたのは1974年。

毎年この時期に誤った国策のために異国の地で

落命した人びとや満州に関わってお亡くなりに

なられた人の供養を行っております。

11月17日群馬県防災ヘリ墜落事故

殉職者追善供養
2018年8月10日、群馬県の防災ヘリコプター

「はるな」が中之条町の山中に墜落するという、

大変、痛ましい事故が発生しました。

吾妻仏教会の僧侶15名で殉職者の追善供養を吾妻広域消防

本部内で修行させて頂きました。

お亡くなりになられた群

馬県防災航空隊員と消防

職員9名に深く哀悼の意

を表しますとともに、御

遺族並びに関係者の皆様

に、心からお悔やみを申

し上げます。

令
和
5
年
後
期

活
動
報
告

第
十
二
回
雲
林
寺

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

昨
年
十
月
九
日
、
草
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
三
十
八
名
の

参
加
者
に
よ
り
、
親
睦
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
山
の
方
に
素
敵
な
景
品
を
ご
寄
贈

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
是
非
沢
山
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

優 勝 野口 勉様 6 位 橋詰俊英様 ベストグロス 市村隆宏様

準優勝 松本次男様 7 位 川嶋 仁様

3 位 佐藤良平様 8 位 長谷川浩一様

4 位 割田伸男様 9 位 唐澤明雄様

5 位 芝田尚登様 10 位 真下 豊様



　　

お
地
蔵
さ
ま

ひ
と
す
じ
の
ひ
か
り

干
川
弘
枝

「
出
逢
い
も
別
れ
も
抱
き
し
め
て

生
き
て
る
今
を
愛
し
て
行
こ
う
」

「
出
逢
い
」
と
「
別
れ
」
数
々
の
縁
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
る
人
生
の
節
目

そ
し
て
今
生
き
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
や

有
難
さ
大
切
に
し
て
生
き
る
姿
勢

こ
の
世
の
不
幸
を
一
人
で
背
負
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
後
ば
か
り

下
ば
か
り
を
見
て
い
た
私
に
ひ
と
す
じ

の
光
が
さ
し
た
梅
花
流
詠
賛
歌
の
一
節

で
す
。

こ
の
歌
を
お
唱
え
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
く
て
梅
花
講
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

先
生
も
諸
先
輩
方
も
何
も
わ
か
ら
な
い

私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

毎
月
二
回
の
練
習
会
も
で
き
る
だ
け
参

加
し
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
検
定
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

日
は
皆
さ
ん
と
共
に
県
大
会
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
頭

の
中
は
真
っ
白
に
な
り
な
が
ら
も
登
壇

し
お
唱
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
良
い
経
験
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
、
皆
様
の
ご

指
導
の
も
と
、
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
大
切

な
人
に
私
の
お
唱
え
が
届
い
て
く
れ
た

ら
幸
い
で
す
。

梅
花
流
た
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
か
ら
初
め
て
の
梅
花
流
群
馬

県
奉
詠
大
会
が
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
（
前
橋

市
民
文
化
会
館
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
六
十
五
周
年
の
節
目
で
あ
り
新
宗
務
所

に
と
っ
て
も
初
め
て
の
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。

午
前
の
部
は
い
つ
も
の
よ
う
に
開
会
式
か
ら
登

壇
奉
詠
と
進
み
私
達
吾
妻
六
教
区
は
第
五
番
目
で

し
た
。
詠
題
詠
頭
は
依
田
た
つ
子
さ
ん
、
篠
原
禮
子

さ
ん
が
お
つ
と
め
く
だ
さ
り
、
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
「
達
磨
大
師
御
詠
歌
」
を
登
壇
さ
れ
た
講
員
さ

ん
の
団
結
力
に
よ
り
達
磨
様
の
御
遺
徳
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
奉
詠
と
な
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
は
「
御
詠
歌
と
ま
な
び
と
笑
顔
」
と
題
し
て

ご
法
話
が
あ
り
、
又
清
興
と
し
て
三
遊
亭
王
楽
師
匠

の
落
語
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
「
同
行
御
和
讃
」
「
ま
ご
こ
ろ
に
生

き
る
」
を
全
員
で
合
唱
し
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

三
年
の
ブ
ラ
ン
ク
か
ら
今
年
の
開
会
ま
で
の
道

の
り
を
こ
れ
程
長
く
感
じ
た
こ
と
は
未
だ
か
つ
て

無
い
こ
と
で
す
。

轟

美
代
子

雲林寺梅花講では月2回、2時間程度本堂にて

練習会を行っております。（参加費無料）練

習の成果は、寺の行事や梅花流大会等で発表

します。初心者の方も参加できます。是非お

気軽に見学に来ませんか？

道
端
で
ふ
と
見
か
け
、
身
近
に

出
会
う
ほ
と
け
さ
ま
と
い
え
ば
、

き
っ
と
お
地
蔵
さ
ま
を
思
い
浮
か

べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

お
地
蔵
さ
ま
は
、
正
し
く
は
「
地

蔵
菩
薩
」
と
呼
ば
れ
る
「
菩
薩
」

様
で
す
。

お
地
蔵
さ
ま
は
、
私
た
ち
の
苦
し

み
や
悲
し
み
を
、
代
わ
っ
て
自
ら

引
き
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
「
代
受
の
ち
か
い
」
を
な
さ
れ
、
共
に
分

か
ち
合
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
生
老
病
死
の
四
苦
に
出
会
い
、
そ
の
苦
し
み
や
悲
し
み

の
中
で
、
生
命
、
健
康
の
有
難
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

お
地
蔵
さ
ま
は
お
堂
の
外
で
、
私
た
ち
が
住
む
場
所
を
見
守
る
菩

薩
様
と
し
て
、
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
地
蔵
さ
ま
が
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
と
て

も
有
難
い
こ
と
な
の
で
す
。
よ
り
近
い
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
生

活
を
見
守
り
な
が
ら
、
私
た
ち
に
仏
の
み
教
え
を
お
示
し
く
だ
さ

る
お
地
蔵
さ
ま
。

日
頃
、
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
お
地
蔵
さ
ま
に
手
を
合
わ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

本堂にお地蔵様ガチャを設置しています。

い
ま
、
君
に

つ
た
え
た
い
こ
と
。

「
修
」
と
は
実
践
修
行

「
証
」
と
は
悟
り

「
義
」
と
は
意
義

と
い
う
意
味
で
、
曹
洞
宗
の
教
え
が
体

系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
修
証
義
』

の
教
え
を
子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
で
き

る
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
構
成
さ
れ

た
冊
子
で
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
ま
わ
り
で
お
配
り
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。



二
〇
二
四
年

年
回
正
当
の
お
知
ら
せ

年
回
例
③
は
三
回
忌
に
な
り
ま
す
。
御
名
前
は
施
主
様
に
な

り
ま
す
。
今
年
八
月
十
四
日
の
施
食
会
の
ご
案
内
を
施
主
様
に
通

知
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
年
回
に
当
た
ら
れ
て
い
な
い
施
主
様
も

ご
連
絡
頂
け
れ
ば
先
祖
代
々
等
の
塔
婆
を
ご
用
意
し
ま
す
。

【
長
野
原
】

浅
川
よ
し
子
様
①
浅
沼
勝
巳
様
①
浅
沼
克
行
様
③
浅
沼

清
一
様
⑰
飯
塚
も
も
子
様
㉗
市
川
通
利
様
①
市
川
三
男

様
㉓
犬
塚
守
人
様
⑰
加
部
美
次
様
㉝
黒
岩
満
様
⑦
小
池

孝
夫
様
㉓
小
出
マ
サ
子
様
⑦
小
林
成
子
様
㉗
坂
井
智
典

様
③
酒
井
保
治
様
㉗
佐
藤
甲
子
様
①
㉓
佐
藤
修
二
郎
様

⑬
佐
藤
強
様
㉝
柴
崎
年
彦
様
⑬
芝
田
久
史
様
①
㉝
清
水

幸
子
様
⑬
⑰
霜
田
芳
之
様
③
高
橋
尚
司
様
①
竹
渕
喜
夫

様
㉓
土
屋
靖
彦
様
㉓
寺
沢
益
代
様
⑦
永
井
靖
様
⑦
長
澤

セ
ツ
子
様
⑦
⑰
野
口
和
宏
様
㉗
橋
詰
淳
一
様
①
㉗
長
谷

川
誠
様
⑦
星
野
勝
義
様
①
①
丸
山
公
子
様
㉓
宮
﨑
昭
様

⑰
宮
﨑
恵
美
子
様
⑬
宮
崎
達
彦
様
㉓
宮
崎
広
保
様
⑬
㉝

宮
崎
雅
夫
様
③
矢
野
ま
さ
子
様
⑦
山
口
幸
一
様
⑦
山
本

元
春
様
①
小
林
成
子
様
①

【
北
軽
井
沢
】

永
井
芳
司
様
③
青
木
篤
様
①
青
木
菊
正
様
⑬
青
木
博

文
様
⑰
青
木
操
様
③
青
木
裕
治
様
⑰
新
井
浩
司
様
㉝

新
井
登
様
⑦
池
上
義
雄
様
⑦
石
井
敏
様
㉝
石
田
俊
雄

様
㉓
石
田
実
様
㉗
恩
田
明
様
⑰
神
倉
稔
様
⑬
上
谷
川

憲
一
様
⑬
川
鍋
静
子
様
③
桐
渕
始
春
様
㉗
桐
渕
正
芳

様
⑬
小
金
沢
忠
彦
様
③
小
島
ミ
ツ
エ
様
⑬
佐
々
木
経

夫
様
⑰
重
原
欽
三
様
㉗
柴
崎
弘
光
様
①
①
清
水
明
俊

様
③
清
水
一
彦
様
⑦
⑰
㉓
㉓
下
田
一
美
様
①
関
根
鉄

男
様
①
田
島
敏
治
様
⑦
土
屋
満
州
夫
様
⑬
徳
間
信
一

様
⑦
㉓
富
岡
信
明
様
㉗
中
村
嘉
江
様
③
㉓
成
田
豊
様

⑰
萩
原
正
顕
様
⑰
萩
原
雄
三
様
⑦
半
沢
友
栄
様
⑰
藤

田
桂
一
様
⑬
干
川
直
康
様
⑦
星
野
和
義
様
⑰
増
田
哲

夫
様
⑰
宮
澤
昭
次
様
⑬
吉
田
久
様
⑬

【
与
喜
屋
】

落
合
淳
佐
様
㉓
加
辺
正
司
様
㉓
唐
澤
博
様
①
小
林
ゑ

ら
子
様
①
小
林
翔
様
①
㉝
篠
原
憲
太
郎
様
①
宮
川
享

子
様
⑦
宮
崎
弘
様
⑰
湯
本
努
様
㉗

【
羽
根
尾
】

加
部
秀
俊
様
⑦
唐
沢
子
三
郎
様
⑬
唐
沢
登
喜
夫
様
①

唐
澤
富
雄
様
⑬
唐
澤
文
夫
様
③
唐
澤
美
恵
子
様
㉗
黒

岩
進
様
㉗
黒
岩
大
様
⑦
⑬
唐
澤
正
人
様
①
高
原
實
様

⑦
橋
爪
満
男
様
③
㉝
湯
本
幸
雄
様
③

【
大
津
】

櫻
井
輝
久
様
⑬
浅
川
た
か
江
様
⑦
浅
見
昭
夫
様
㉗
浅
見
幸

一
様
①
浅
見
章
様
㉗
浅
見
良
雄
様
①
⑦
⑰
一
場
高
広
様
㉝

市
村
明
様
⑰
市
村
富
美
江
様
①
岩
野
雅
昭
様
③
⑦
鎌
田
良

春
様
⑦
黒
岩
義
治
様
③
黒
岩
健
一
郎
様
㉝
黒
岩
俊
正
様
⑦

⑦
黒
岩
す
み
子
様
㉓
黒
岩
佐
予
子
様
①
黒
岩
将
人
様
⑦
小

林
う
た
代
様
①
小
林
桂
乃
子
様
⑦
小
林
喜
一
郎
様
⑰
小
林

清
様
㉝
㉝
小
林
茂
夫
様
⑦
小
山
充
様
㉓
篠
原
則
夫
様
⑦
篠

原
は
る
子
様
①
篠
原
幸
彦
様
⑦
嶋
村
武
夫
様
⑦
島
村
照
男

様
㉝
嶋
村
久
夫
様
①
⑦
嶋
村
満
様
㉗
嶋
村
和
弘
様
①
関
健

次
様
⑦
冨
澤
重
男
様
①
冨
澤
正
男
様
⑦
冨
澤
道
夫
様
③
中

澤
弘
和
様
①
中
村
一
也
様
⑦
野
口
邦
美
様
⑰
丸
山
忠
司
様

⑦
山
口
一
浩
様
⑰
山
本
一
男
様
⑦
湯
本
明
男
様
⑰
湯
本
泉

様
⑬
湯
本
茂
様
①
湯
本
茂
様
㉝
湯
本
輝
男
様
㉗
小
山
民
雄

様
①

【
林
】

市
村
和
幸
様
③
⑦
市
村
春
二
様
⑦
上
田
和
子
様
①
浦
野
朗

様
③
小
林
敦
子
様
③
小
林
秀
幸
様
⑦
小
林
福
二
様
①
⑬
篠

原
昭
一
様
⑰
篠
原
幾
也
様
㉝
篠
原
要
様
⑦
⑬
篠
原
憲
一
様

㉓
篠
原
潤
一
様
⑦
⑬
篠
原
真
一
様
①
㉓
篠
原
太
一
様
㉗
篠

原
次
夫
様
㉓
篠
原
久
之
様
⑦
長
橋
一
茂
様
⑦
㉝
星
河
武
久

様
⑦
㉝

【
川
原
湯
川
原
畑
横
壁
】

豊
田
啓
仁
様
①
野
口
靖
子
様
①
野
口
美
恵
子
様
⑬
野
口
芳

夫
様
③
金
子
宏
様
①
金
子
幸
弥
様
⑬
豊
田
孝
安
様
⑦
星
さ

ゆ
き
様
③

【
吾
妻
郡
内
】

伊
藤
千
枝
様
㉗
霜
田
雅
樹
様
③
⑰
㉓
松
山
紘
子
様
⑰
⑰
大

竹
博
幸
様
㉗
大
塚
延
子
様
⑬
笠
原
紀
美
様
⑦
㉓
加
島
栄
樹

様
①
佐
藤
安
雄
様
①
関
正
則
様
⑦
高
平
裕
寿
様
③
中
沢
初

江
様
⑬
西
山
浩
二
様
①
野
口
千
鶴
子
様
⑰
野
口
勉
様
①
松

本
武
士
様
③
宮
川
康
広
様
③
相
川
り
ん
様
③
一
倉
吉
美
様

⑦
寺
島
正
明
様
⑬
野
口
則
夫
様
㉓
野
口
英
樹
様
⑦
吉
田
悠

一
様
㉝
青
木
次
郎
様
③
幾
島
ケ
イ
子
様
③
浦
野
友
和
様
①

櫻
井
綾
夫
様
③
鈴
木
恵
美
様
⑦
関
沢
秋
雄
様
㉗
高
橋
り
つ

子
様
㉓
干
川
圭
三
様
㉝
干
川
政
彦
様
⑬
佐
藤
幸
子
様
㉗
鈴

木
治
代
様
③
田
村
幹
男
様
③
簑
島
弘
光
様
①

【
県
内
】

五
十
嵐
い
ま
子
様
⑰
池
谷
幸
子
様
⑦
岩
井
靖
様
③
梅
内
健

一
様
⑰
黒
岩
里
香
様
①
篠
原
正
昭
様
⑦
㉗
篠
原
真
理
様
⑬

畠
中
保
忠
様
⑦
山
口
英
子
様
㉗
吉
川
克
三
様
㉗
㉝
浅
見
敬

子
様
⑰
伊
藤
ミ
チ
子
様
⑦
篠
原
実
様
⑬
山
口
正
則
様
③
吉

田
久
美
子
様
①
唐
澤
勉
様
①
唐
澤
る
い
子
様
㉗
櫻
井
孝
治

様
⑰
篠
原
昭
雄
様
⑦
塚
越
尚
男
様
⑰
㉓
冨
澤
康
一
様
⑦
野

【
県
外
】

浅
沼
睦
樹
様
③
山
口
清
二
様
①
㉗
武
田
俊
一
様

①
金
丸
明
子
様
㉗
唐
澤
祥
夫
様
㉓
小
林
茂
様
㉗

高
橋
容
子
様
㉗
櫻
井
和
彦
様
⑬
市
村
広
様
⑬
芝

田
守
男
様
⑬
嶋
村
清
様
⑰
人
見
五
郎
様
③
浅
沼

久
哉
様
㉗
㉝
市
川
憲
三
様
㉗
大
木
真
由
美
様
⑦

豊
田
美
明
様
⑬
中
田
み
つ
子
様
㉝
三
塚
通
之
様

⑬
市
村
康
弘
様
⑰
井
上
博
美
様
⑬
黒
岩
利
男
様

㉗
篠
原
孝
様
⑰
㉗
野
口
宏
様
㉗
関
口
幸
治
様
③

⑦
三
俣
清
治
様
①
大
石
ま
り
子
様
㉝
本
多
嘉
義

様
⑦
下
田
恵
美
子
様
③
③
山
本
正
幸
様
①
篠
原

勤
様
⑬

お
名
前
の
誤
字
脱
字
、
年
回
施
主
様
に
落
ち
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

了
承
願
い
ま
す
。

令
和
六
年

年
回
早
見
表

一
周
忌

令
和

五
年
（
二
〇
二
三
）

三
回
忌

令
和

四
年
（
二
〇
二
二
）

七
回
忌

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）

一
三
回
忌

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）

一
七
回
忌

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

二
三
回
忌

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）

二
七
回
忌

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

三
三
回
忌

平
成

四
年
（
一
九
九
二
）

雲
林
寺
の
主
な
年
間
予
定

一
月
二
日

新
年
祈
祷
会

一
月
四
日
～

年
頭
の
御
挨
拶
回
り

二
月
三
日

※
節
分
会

二
月
十
五
日

釈
尊
涅
槃
会

二
月
二
九
日

教
区
護
持
会
総
会

三
月
十
七
日
～
二
十
三
日

春
彼
岸

四
月
八
日

釈
尊
降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）

四
月
二
七
日

大
般
若
会

六
月
中
旬

護
持
会
総
会

八
月
五
日

天
明
物
故
者
供
養

八
月
十
四
日

大
施
食
会

九
月
十
九
日
～
二
十
五
日

秋
彼
岸

十
月
中
旬

第
十
三
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

十
二
月
八
日

釈
尊
成
道
会

十
二
月
三
十
一
日

除
夜
の
鐘

※
節
分
会
の
詳
細
は
別
紙
で
御
案
内
致
し
ま
す
。


